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インド資本主義の特殊性を探りうるレーに ,llc LL!, A. 1-H .,,,,-, 
条例ニが見いIL¥だされうると考え人れる。そALゆえ，
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烹るまでのインドの鉄鋼業の発展をみることによ ここでは鉄鋼業の持つ経済的意味まず，が＇.d 1), 
づけを整理しておきたヤ。イギリスの産業革命は，植民地インドでの資本主義発展の特殊性を・r' ＇）、ー

























































































の反乱以後であるが、それは同時に τ 国体ir¥i J去をイ

















用寸ることに上 I)' こう u、う大規模な企業を， 比
較的容易に発展させることができた。 こ.tiは，
方において，保護関税政策の採用とも結びついて
U、h／」。 ドイツi工，こ ｝） 主うにして鉄鋼業の分野で，
容易にイギリスを抜くことができた。 日本の場合
は，政府が直接， 国家資本を投入して保護育成し








うるだけの資本力の欠如等である。 :?- －ザネ」〕、， イン
ドのよう μ植民地における京工主（鉄：雨量業） ，＇）自lj
設／心、 2()［＇ト紀れ NTI，む本部i主， nrjnの1五hら＼ ';J> 
にして可能となり， また， インド資本主義発展の
なかで， ーのような忌来をもったj，ゆ，f(;}Jiさいな
けれ、まな・ iなL、 こゴ問題l土， インド資本主災発
展の特殊性を， 鉄鋼業を通じて明らかにする作業
の一つでもある。それは， 従来の議論の一昔日以見
















































唯一（＇） 成功f1Jであるノくラカ』 tl-,鉄鉱会住は Iぷ75
年に発足， 79年にはu、ったん閉鎖したが， 81年に
は改府：ニワ、きつがれ，政Pi'H土日け年にこれをベンーI










I川 l and :-'te! ( o.1 に介印され，：ご＇
次に製鋼業発達についてみると， インド政庁の





















































































































製鉄業を興ニう／；＿H体的な点まで指示している。:¥'.1010 ji i Jドゲ／、ヤニ｝一千 f・つルレョ f ジ－/Ji」才
あらゆる点で近代的設備で
経党者は，存門技術者と





ヤジャ弓一子 f・－；＇'o ;- T ／、一山代表｜ねな
t ，・，ど Jすえて上いで h,;', ・;' 
-1 '1士ふ fむイザ：・「，，.:; , f ジーの形成の 公J ご，




ドイ、ソ人の専門家7 オ｛也に，しごよいであろうつ,J、商品生産-¥・ tょj〕七、。てJ-巴jfilさJ.1,;'. . _, 、
L ・〆ユ If -,-！レ、ソ（Von ~chwarz）の i 乎 γ ンゲI也機械制大正j見といろ；立をにー－7 • , ., _. -,c’ 一＿c I 二L o 一












」 令全為替本位：；i心｝二同定7,＇.）十F[/ とえif, lK9＇），ドi二；士，




にイギリスに｛度った隠しス資本か f> ; ；こ流入一iーら／こめ山民俗壬件山一つ
督力一ソン卿
！云111主主u日発
インドまた［，7]f十三ヲよい f 、I 子，ム J 一、、.，，」コ
LリrdCurwn 1 による鉱U1iH1設！亮は，
ピヴ、ソパークでジュリアン・にア iリカに渡り，イ＞ F；上イご号、！）にi:J:gf；合司、寸むのでふ〆た，，' 2','0 
ケネギィ・サーリン会社（JulianEennedy, Sahlin-




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































な ＇－c＇，、7こ も二ろん、 この発展がf枝葉在なしに古河j
j圭された（lドで；土fよくも Jlで洋細に検討されるよう
に、 fご干；）ス ：｝） トt：ンド政策と－ifl1協力， ・i反対
立しつつ達成されたものであるc それにもかかわ
らず， 19:l9年tこit, TI日仁（）の鉄鋼生産／fi土， イン









鋼会社，：¥Ty sore Iron & Steel L、o.）と，インド鉄揺会



























ァタのマーチン・パーン商会（MartinBurn Co. Ltd. 























































著名なジ ーナ）スト．法律家ゴあ .Jこが， fント i:
業化の方策として，鉄鋼業育成の最要性を強調した。
〔， 8) この I：存製J'Ii去に Jても， F綴 1，白廷がr付
地帯に恨i]jlく残ったと同様に，オノやグワに使用され




Willian A. Johnson, The Steel Industry of India 











〈注12) 連合チH，中央イ γ ド，中央州でも近代的製鉄
条が試みられて L、るが，すべて失盟主仁川している。タタ
以前に17凶も近代的製鉄業が試みられているという o
William A. Johnson, p.習なわ， TISCOU,iiの製鉄
業については， DanielH. Buchanan, The Develop-
1/1(’nt of Capitalistic Ente1アrisesin India (New 
York, 1934), pp. 278～282を参照されたし、。
(1五13〕 W.A. John同 n；九技術 riで｝） J渇さ， J主
待il'iを採用しなかった土とをあげている。W.A.John-
son, p. 9. 
(/1:14) V. l. Pavlov, Th,, Indian Capitalist 
Class-A Risto門・calStudy (New Delhi, 1964), 
p. :-371. 
（｛主15〕 V.I. Pavlov, p. 371. 
01=16〕 V.1. Pavlov, P-232. 
（注17) V. I. Pavlov, p. 233. 
(/US) V. L Pavlov, p. 234. 
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i'l出産主み｛栄建育1Jtろごドfヅ等；よ，~ Lとともに，W. A. John引 Jil，ドド：！－U～ゴ－H
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屯田中日,-'c,-－レ 1 ) ，ニa、，t:.方（ ¥. f り かれの紅i斉思想は、その後山国
























































































：東部戦車~l九rpー ＇r ,-,:"ciRi争下、F 1, ，十ごそ〉句）主Ise!ユム／小－ .:. ' d、，~お乙ドヤ
















(iv) 会ヵ：任命され噌 1,{frこはインド，μ,f; c.7, J;:Jを；泣けラ
、－ L !7" 
























































































































J土， イキ I) Cc. イ二 [1~ i'.町下r士介入をi毘ける J ごさである
といろ貯：nい
権；；I二）＇！，ふう；， ,1' f二 ！日＇o これはイ L iご・ -J：＞コ十！）
スムi二対する一定の あるとどもに‘ インド
:Wgに日ド一r俳 Jリ力 l辺訂1カ：i♂夜；....す→る山主：m＿止す
る，：＿；、コ↓1,t－：了も J l てv 、i
n二ミt’，c'.t＇：.＇さ Jl, '.2コ｛fiスi存t土，特定産主iこ対寸る
1'{1出品if見供与；二＂J＼、て独自の審査を行なうように
＇・‘ レヲFr、J , J 匂 （！） 対匁業tiRとt（.＇ たものと
しては‘羽目1\:1 ・ i'.UT~ ＇.t，結主，七」シト；たが代
去r'lJであ I）、 トHユーf::,J~ ・ 7 ソチペ'fl ＇＇ の応答！と土少な
セ；：：.之，；十るf止f)j(!）保護1mえはiL仁子1./f
－・」I, ・- ,, 
,' （，勺＇ It二」i
鉄S:Wfi呆；Kl主l(¥i_ （これは尖Y長的JこTIS（二（）保ぶとい
.－，二とである己：） 7）；とられるようにな J I j二＇1"f¥;lとし






ヨー＼：！ r .＇での j邑貨 f）混乱， p:cj際貿1占♂）分断化へ
,_7）引き；：し インド経済にi京玄［！な彫響を与えたc イ
与一 IJスi）＇ら山首入も増大した。 TISCひの完成制



































































































































































































































i額 而配当ヰ＇， i i配ヨ額(10万ノレピー） （%） ！ 
156.75 10 ! 15.67 
75.00 : 6 : 4.50 
168.25 I 7.5 I 12.63 
















形；~可 145 " I " 
軌条（30ポンド以上） 140 " ！” 
板 150 " I ff 
シート 200 " I I 
トタン板 3朕） " I " 

























2ら＂ I " 























































鍛鉄 角＃寺 20 
鍛鉄 詳述棒 3S 
























































































































































































E川（）年のイ＞ fの銑技生産高は 11 1万ト：／に，
銀生産高は 6'.!hトンIこ達した。イギ！）スからの事会

























































バ1凸LRこと汚えている ｛%、 Lか L、それまずご司
t」J: ;J'. r川：｛プ）問現政策i イL〆ド製鉄誌とJ：＿延ま
としり打開山＇Jtr＿！主間企［果悲し上う：「るしのであ，，










口、 ノ： 、［1]11で｜分生産可能でふ＇）允にもかえ l' 二の上うに， 1q34 if 1月に発効Ltこ第 3次鉄鍛
わ らず， iイヰタト：＇；、 i,Cl 1.:・ l. ・ -, i、輸入にけLてi土、保 :Wj去は， イギリスに対する特恵的差別関税， 国内
諸問問士臨んな 11• ' fこか （， でふら＇. 17），，主 f二 i1'1l1<’視の設定により． インド似！に不利な而を強く
TISO) 'l.、 イシヂ fγ ： ．っく r-1r－ ・ア L ;i. ,; ' v口、fこ。 L力、し，それにもかかわらず、 亜鉛
門 fャ・ ・i'＇・＇プ’ y、ソHに対Lて、 fK他十九ピレ、川、 投板，；将校などc'，鉄鋼製品の輸入高は減少の速を
供給を行t；〆〉ており、 ノIJ工産業育吠；二必ずLιm jこど＇） 1こ，TISO）の生産高の｛1わびと対応してし、fこ。
極（｛Jではなかず、た J Tl火、（）ど rllf1~1}fl会との立見 、i可＇~1日：‘軌条の1/(J入は増加 L. TISC(）の半製品の
け立i土、 l＇山） 」t＂・以1，：ドノ［I:Yl恐慌ハi品m乙 fギ I} ｛市びが停j帯していたのが例外（tJであ＇）た。この
ス鉄鋼！仁と ｛：.ドf9：訳うととの 1円八千百の深主りを TISC:Ov）比較的ISiJl/;Jた｛中びはラそのi'l然的有利さ
反映するtのでしあ J Jたc th ＇：：：＇にもよ Jちろ治、 イギリス鉄鋼業の弱さにもよ




， 寸ーソヅ p よりも徹底したイ
ゴ次世界大戦にはいってからである。
以上司 TISぐ（）とインド政庁の関税政策との関係
ピI} 7.、!f(/fi'Jj j i二吋する特，ι！日H出支出によハて特徴 をみてきたが，保護政震とイギリス製品の特志と
Jけられf二。問問委n会i土、イベ II・べから i；合入さ をどう組みf,わそるかによって， さまざ主fょ時！JI
れる形制‘凡じし rトに諜tl：九,il心収入tY!f0.の撤 を経てきたどいえよう。しかしーイギリス側に ・ft
！克を k~ ；＼ I_ "~ iト yさ工〈、J:;1i:1.;1'li'1/1に枕木を加え した保護政策がみc:，れず、 イギ lJス資本の要求と
た；J¥i¥r',hこ，：＇・一保護問問士課さ jc ／.：；、ことにfトペた 衝突 Tる｜取り：Jr!日：的であったこと l士、杭民地Eし
' ' ，肘： 1 : ') :1，別，＇，71c，一；＇;i；を;tr:：；悦；こすら三とに之
,CJ¥c {'.·I て if，~i'r.11 (: '' 、 ~- . ;-1岳、トブ v上、、＇＇〆、 Jリ日（ J二イJ ,_ 








〔，.l〕；／i':fi＇ゐ（ DrainTheory) ：て〆：L、： Lt、タ
ーダハ イパオ，，ーンノ（DadabhaiNaoroji）リ“Pov’－
crly and Un-British Rule in lndia ・，に J；＇，、：，，： 1,
{1-1':’J • .¥, L' '-.j ! ; J、；］！オみ1二。 「iCil¥1＇円iおjυ インド・
lス： '><i二五t,'九 J;, ii;) 「fン！な、，・， f 







(Bipan C、：handra，“TheRise and Growth of Econom-
ic Nationalism in India，” Economic Policies of 
Indian National J,eadership, 1880-1905. (People’s 








とられfこ l ノ：l' 問題てあったわけごあるc それは成長
しつつありたインド民族資本の利益と正面から衝突す
るも ）！ 午あ r fこ。
Ci:主3) M. G. Ranade，“ Iron Industry-Pioneer 
Attempts，” E訂ayson Indian Economics (1906), pp. 
170～192. 
(l!:4〕 ？ナーテとマ J、ラノヒヘの類以佳を 11,;J-し




(i士5I Bi pan Chandra, pp. 709～710. 
（注6) F •りスト（1780～ 1846〕の保護関税論は
「国l·~ （済託1：の初切にある後進叫にあっては， I'l司
の幼稚産業を育成し保護するために，自由貿易による




cn:s〕 I町iianIndustrial Commission 1916-18 
Report (Superintendent Government Printing, 1918), 
Introductory xv. 
〈注9〕 IndianIndustrial Co111misロonRcJ>ort, 
Introductory xv-xvi. ドラフジ・ジャムセトジ・タタ
(Sir Dnrabji J amsetji Tata）主，ンヤム トジ・ヌッ
セノレワンジ・タタの息子である。
（注HI) Indian Industrial Cmnmissio.克 Report,
Introductory xix-xx. 

























( i'.l:20) K. Khosla, Indian Steel and Protection 
(Calcutta, 1939), PP-40～41. 
（注21) K. Khosla, pp. 49～50. 
〈注22〕 E H. Solomon, Protection for India月
Steel (Calcutta, 1924), p. 30. 










の一つであった。 T.H. Burnhan & G. 0. Hoskins, 




1947), p. 32P 
f三28〕 I<. Khoちlれ， pp.56～57. i-：要駁品のーーで
あ乙 n-1:とt,:, 二ゾ）よ 1プf＇.；~[II『怖でインドパ庁関係の鉄
J包i＞た：・， ilご1,'hごとは， インド欽；二一合みるうえか
,・, j，見ょ主力；十J な＇， 'o ilfh H条／1:li拝l;:'1¥1昨， イ F,1ス聾U；：，占t
i, ，，；，；かた。
(, i29) K Khosla, pp. 58～59. 
〔J30) K Khosla, p. 60. 
( ,L:31) : • いよi：に l業を 1cι主させて，外出，／） ・1 
で主fi!1'.ずるか 7り， 1 ・¥ ，：ス Yノ＇J?.•'.i'! l'rJ心；治的支配
: t, f式 ,・ ス＇（fノド c')／二rに窮民，1＇）（ゴ；士夫ij!V；を，；I J ,Yl r）ミ
f'I三l;/1:保rろ1Jf/J8:tを残 Lた（） てあろっ
〔：132) J, ;:•, :v, •I,\ iiミーノ｛民｛p[i 併を Iii•·" i. ·~, TJSCO 
乞111;, 'Ci＇.、 t:t.: ¥ i, i r勺：／ /1 t：。
( B:3) K Khnsla, p. 62. 
Cd 34〕 K Khosla, p. 65～66. 
C 3.5) K Khosb, pp. 67～68. 
(,' 36) K. Khosla司 p.69
〔： 137〕 「γI）ス：イ J ドi;.！号そ二、 ，"J，に伴（＇ifしつ J
L十乙かが nr11;1」•. J.: .＇ハ、て示 3った行
〔，t刻） K. Khosla, pp. 81～82. 
(!Ul9) オィ夜明日：夕、ろ中01条， Zよき fl！ι,:Jitaけん
（二 ［ ', 1プ、力炉 ・' Jト f・C）：，＇＞‘，＼ il f ＇・、 fご： ~; :t' ノピリス
郎氏·；~，，ノ j(f(j也 r Ii ,rJ rif／雫内定、阪を:,f.1 IυJであった。
Ct 40〕 Government of India, Report of the 
Indian Tar(U IJoard on ,1ふlitional Protection 
for Caf't,anised Sh!'ds, pp. 16～17. 
Government of India, Rψmt n/ the Indian Ta 
nil Board l<rgarding Certain Railιc1ay九［aterialタ
刀wdcof Steel‘pp. J～］札
( 141) I 「／~； i: ＋：止力。：.：r1入r,tとじったになったと
(:142〕 γ ノア f,1l研究『［詳し 17～ 18 ：ージ。
(JA3〕 K.Khosla, p. 91. 
(:144) イ 1 1 スLγ，jオろ1与；：玄関有； ，.，日i,;i Tj; 1ン l
：て幻 1て＂，j；二:J-::,,.・:I, イ t I）ス夕、SK'.fc.γノi，： 万t!JJ也（，＼1rて
卜と下、ら flr; 1 XJ ILi¥'：｛子力、兄L、l＼三 Jc るにち人う c
(, 145〕 E.Ehosl口、 pp.91～92
( :I 46) K. Khosla、p.95. 
( 47) 仏ドリ7つJ ,.: ~~＇ :;Ii i行＇・ ;L!•::C 1.ごわ！、：・rn,1
た小・／ ど；， .:01tu時 v'r_.fc;，てぺ l', I. '・ Ii＇.え所必 ＇！.f
」＂’－J》つ tこの
〔cl48) K Khosla, pp. 108～109. 


































































































































J;,であり，（そこ γJlj/il：された1え工は） $1ミ；uユ：tふう hら
民！fl]工埼，、 f;＇ていくこと司、よくあ J 、た.， .. 
（しかl）『インドが熟？？；職工の供給2鉄道仁！；0に
依存する佑［！日は， 不一｜分なものであ，，jこo tJ:・ti:o) 
質： t;t•; Iぜ、ものであ，たが宅 それ［土佐術的可il;t~のあ
る範［）！i全力パーすふにけであ〆 ）tころ＇() であるj
(,_ :, Jこv'）ように， jことえf;lえらjLていたにしろ，を1:
i立工応：i近代的機械l：主；：応用しうる技能労働力
点IJ/:1＇，のま： cR－なj！）；（良の A つであると1,;Jn＼に， 主要な




















































































































サ，. _,_ ' -' ＇＂、




てま＿－）＇／（われたわけである f口17）つまた， イ〉 iごの














b一七ヱムJ川、， l 1JI,, こ，nようなユ：i誌は宅 コシ;jC-Iン，
イシ γ7＇ー 1，、ヂゥムデヴム， c＼－）レキーおよびジ
ュイノiレアコャ 1,-：二存在し、 各々数千人を iLJi弔してい
ることをl’＇f「iしてし、る ti l8！コその｛［包；：；土、ぶンベ




）ザ戸 、 ' -）、、／、／ニコ
I也 tJ ，~ft'J',i'/i突をまかなう











































































































































































Guest, Keen & Nettlefolds）と合併し，ゲストキー
























ベイ，カノレカッタに 2' 3干土あったが， アクメ・
マιュブァクチュアリング公社（Acmじ Manufactur-


























































































































（注16) Bipan Chandra, pp. 176～177. 
Cl17) Bipan Chandra, pp. 185～186. 
〔注18) Indian Industrial Commission, p. 26. 
(n19) Iの 2を参照。
CtW) 矢［lj}Ji(:l＇、tJt, 138ベーシ。






印 24) Ministry of Industry and Supply, Report 
on the Iron and Steel, (l¥finor) Panel (New Delhi, 
1946), p. 9. 
(rt25) Department of Supply, Reρort on ]¥Jet-
allurgical and Engineering Industries (Recent 
lたue!opmcnts)(New Delhi, 1944), p. 19. 
( i-126) Department of Supply, p. 19. 
(ilニ27) Department of Supply, p. :!l. 
Ct上28) Industry of Ministry and Supply, p. 81. 
( i-129) Industry of Ministry and Supply, pp. 34 
？？  













かなり呉♂ 3たものと汚えられ業資本Cl)fi}J ~r と iし
吋’‘よみ←F
ぺ」刀込」コ：.： 6の屯〉。
（己 1) D. R. Crrclgil, The Industrial Ecolution 
of Indi<1 in Recent Ti川町（1924),pp. 36～38. 
〔；！ 2) , 1日いとい， 152 ＇•ー ン。
（ハ 3) Iく..¥farx，“The Future Results 0£ Bri-
tish Rule in Inclir," 人＇eτ， l"ork lλ1ily Tribune 
〔Anιuぉt民 18:'i山， )1;,J;, j、；〕 s'}I，干 Vマルクス・エンゲ
ノLノ、退耳石 Hむ』， 232～23'.:l子、ーンc














































































( i1 32) 
～71. 
(/13；ぅ） 大阪市立大学経済研究明縦『経済学i(!JI（』
C ,';J主；＇｝ 1,1;, 1965＇ド）， :-313ベーシ。
（社＇.-l4) 山出盛，Uii5, 124～125べ－c_)。
(ll35) ここにイント機械上業しj「払似iドゴ党！1(/)11む
か現われてし、る G fキ I）ス：／J機械工業U, 「主I,!'{it;¥.: l戒
売HJ!J→「蒸気機rxuノ’：c:rJt, 1:c.:1日Jーザ「治金投杯j0）変
守j一決［ Titj徒隊.／）成よ＞Jへと発脱した。近I¥':I；業jえ
i':: 1？主や，i!'r':1JiHt主と心：っ fこのu，工作機械と i京的土j機（蒸
気機関） Lあっ fこν l iノド以 F，＇＞；亙れて資本主義守主；jに






Ministry of Industry and Supply, pp. 70 
Cc上(i) ここ λI，山 IIH'li品；； 'i：休し＇： (i'i't士王 山〉ζ
yら己と；，） hてじな：， l：本ti不：Lctι分li 1{:i ：，よ
3：こ J ノ V；ぁ 1.：に.• ': J，そ J'1¥'4生＇c・ 'IP仁）治iから分
il1 1-,: 1，、
(, i 7) 
1,1, Fl:04"1 ), 91～161 J 、－ / " 
（行自） 11.11 ， »~u 、 f'I;, 92、－・， 0 
(;;: '.l) 1 l; I＇、 i<l![;' i:J(i～14汁、ー／。
Indian industrial Commission, pp. 25～ 
ことーこ，LIi しと l 、ら J） こあ~＇ ,; 
1,[J＇＇，九に凶 J r仁木it本土.i（うj、； l( ¥':Ii~ ;'l 
；｜：日i, ノ仁三，， 141ーと← /c  
(illl) 1:1，＇！；，ηムじ‘ 1-1ヘ－ / 0 
〔i112l i'I, I，.＼｝.，に， 141～1-12－、 戸サ
( i13) ¥' era 九n,tcy, Thi' Econo川 iclたでeloj,-
ment of Jnciia (・l th. ecl,tiのn,London‘1 9凸7),pp. 5～ 
均
Cゐ10)
Department of Supply, pp. 47～48. 
97 
(;!14）に：＼原 ，，~·.r:, 165－、／。
（；τlei) }'bι注尽力i t!_i I.-! -c t1 , iιれ品、将おにさいたこ
とι.：－tJ ＇.，批判： t, l己b入1一t込；う J；合γ忌J.'
fこコ R.C. I〕utt,Economiど Historyof India in the 
1 'ictoria11 ,・l月， (Lond口n,1956人p.550
おわりに
1970100100.TIF
( r 37) Indian Industrial Commission, p. 51. 
（止38) Department of Supply, p. 49 
（.、：l9) Indi江nIndustrial Commission, p. 50. 




















































付表 2 インド鉄鋼生産高内訳 (1936年）
fj_t'} M, 名 I数並行ン）
：喫 t明,, 府 お七 1,100,148 
ili 物 J+ おt 451,921 






































































































































































































( ,f!J 1,1分:r;/J'.) 
